


本
市
の
平
成
19
年
度
当
初
予
算
は
、
歳
入
で

国
か
ら
の
税
源
移
譲
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、
個

人
市
民
税
が
31
・
2
％
の
大
幅
増
。
入
湯
税
が

「
バ
ー
デ
ン
パ
ー
ク
S
O
G
I
」
の
オ
ー
プ
ン

に
よ
っ
て
、
約
8
0
0
万
円
の
増
加
を
見
込
む

一
方
、
地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
市
税
収
入

の
増
加
な
ど
を
考
慮
し
、
2.1
％
減
の
38
億
円
と

し
ま
し
た
。
 

ま
た
歳
出
で
は
、
4
月
に
市
長
選
挙
が
予
定

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
一
般
会
計
の
予
算
に

つ
い
て
は
、
骨
格
予
算
と
し
、
行
政
運
営
に
必

要
な
義
務
的
経
費
や
、
国
の
補
助
事
業
な
ど
で

当
初
予
算
に
計
上
す
る
必
要
が
あ
る
投
資
的
経

費
な
ど
を
中
心
に
計
上
し
ま
し
た
。
 

具
体
的
に
は
、
中
央
本
線
西
踏
切
拡
幅
改
良

工
事
な
ど
の
継
続
実
施
や
、
庚
申
山
神
線
道
路

改
良
工
事
、
あ
ん
し
ん
歩
行
エ
リ
ア
整
備
事
業

な
ど
を
新
た
に
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。
 

予
算
総
額
は
、
4
7
5
億
1
4
4
6
万
円
で

内
訳
は
、
一
般
会
計
で
1
7
8
億
4
4
0
0
万

円
、
特
別
会
計
で
1
9
0
億
6
3
6
2
万
2
千

円
、
企
業
会
計
で
1
0
6
億
6
8
3
万
8
千
円

で
す
。
 

前
年
度
当
初
予
算
と
比
較
し
ま
す
と
、
一
般

会
計
で
1.1
％
の
減
、
特
別
会
計
で
0.2
％
の
増
、

企
業
会
計
で
1.7
％
の
減
、
総
計
で
0.7
％
の
減
と

な
っ
て
い
ま
す
。
 





  技
術
開
発
事
業
や
販
路
開
拓
事

業
お
よ
び
、
ブ
ラ
ン
ド
構
築
事
業

な
ど
、
経
営
の
革
新
に
よ
る
新
分

野
へ
の
進
出
な
ど
、
新
た
な
成
長

段
階
ま
で
の
「
も
の
づ
く
り
」
を

一
貫
し
て
支
援
す
る
た
め
「
土
岐

市
中
小
企
業
も
の
づ
く
り
総
合
支

援
事
業
」
を
新
た
に
実
施
し
ま
す
。
 

     
 妻

木
小
学
校
と
駄
知
小
学
校
で

も
今
年
度
よ
り
試
行
し
、
指
導
員

も
実
情
を
考
慮
し
増
員
し
ま
す
。
 

   妻
木
小
学
校
附
属
幼
稚
園
と
駄

知
小
学
校
附
属
幼
稚
園
で
も
今
年

度
よ
り
試
行
し
ま
す
。
 

 
              

   全
小
学
校
に
自
動
体
外
式
除
細

動
器
（
A
E
D
）
を
、
全
中
学
校

に
防
犯
カ
メ
ラ
を
そ
れ
ぞ
れ
設
置

し
ま
す
。
 

        

 児
童
の
登
下
校
時
の
安
心
・
安

全
対
策
と
し
て
、
昨
年
度
に
引
き

続
き
、
新
小
学
1
年
生
に
、
防
犯

ブ
ザ
ー
を
配
布
し
ま
す
。
 

     
  昨

年
度
、
基
本
設
計
を
実
施
し

ま
し
た
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
移

転
改
築
事
業
は
、
来
年
度
の
建
設

工
事
着
手
に
向
け
、
実
施
設
計
を

行
い
ま
す
。
 

     
  生

涯
学
習
活
動
の
拠
点
と
し
て

各
地
域
で
公
民
館
の
整
備
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
今
年
度
は
下
石
公

民
館
駐
車
場
舗
装
工
事
、
泉
公
民

館
の
耐
震
診
断
な
ど
を
行
い
ま
す
。
 

 

     
 子

育
て
支
援
と
保
護
者
の
負
担

軽
減
を
図
る
た
め
、
小
学
1
年
生

か
ら
中
学
3
年
生
ま
で
の
入
院
時

医
療
費
の
助
成
を
昨
年
度
に
引
き

続
き
行
い
ま
す
。
 

     
    人

口
に
占
め
る
高
齢
者
の
割
合

が
増
え
る
中
で
、
保
険
給
付
額
も

年
々
増
加
し
、
保
険
財
政
へ
の
負

担
も
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
 

こ
う
し
た
中
で
、
介
護
保
険
法

の
改
正
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
核

と
し
て
「
要
介
護
・
要
支
援
状
態
」

に
な
る
こ
と
を
予
防
す
る
と
と
も

に
「
要
介
護
・
要
支
援
状
態
」
に



な
っ
て
も
、
住
み
慣
れ
た
身
近
な

地
域
で
日
常
生
活
が
送
れ
る
よ
う

支
援
す
る
事
業
と
し
て
、
今
年
度

介
護
予
防
特
定
高
齢
者
施
策
事
業

や
、
認
知
症
予
防
啓
発
講
演
会
事

業
、
独
居
高
齢
者
見
守
り
事
業
お

よ
び
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
な
ど

を
行
い
ま
す
。
 

      消
防
団
活
動
の
活
性
化
と
地
域

住
民
と
の
連
携
を
図
る
た
め
、
消

防
団
中
核
拠
点
施
設
の
建
設
を
順

次
進
め
て
い
ま
す
が
、
今
年
度
は

「
下
石
町
消
防
団
中
核
拠
点
施
設
」

の
建
設
に
向
け
、
実
施
設
計
を
行

い
ま
す
。
 

  消
防
団
活
動
に
必
要
な
機
材
の

充
実
を
図
る
た
め
、
消
防
用
車
両

を
順
次
更
新
し
て
い
ま
す
が
、
今

年
度
は
、
泉
分
団
に
配
備
す
る
電

源
付
小
型
ポ
ン
プ
積
載
車
1
台
を

購
入
し
ま
す
。
 

 

     
   今

年
度
は
「
庚
申
山
神
線
道
路

改
良
事
業
」
に
着
手
す
る
と
と
も

に
、
市
道
8
路
線
で
、
歩
車
共
存

道
路
の
整
備
と
交
通
安
全
整
備
を

行
う
「
あ
ん
し
ん
歩
行
エ
リ
ア
整

備
事
業
」
を
行
い
ま
す
。
 

ま
た
、
昨
年
度
、
踏
切
部
の
改

良
が
完
了
し
ま
し
た
「
中
央
本
線

西
踏
切
改
良
事
業
」
は
、
引
き
続

き
、
用
地
の
取
得
と
踏
切
北
側
の

道
路
改
良
工
事
な
ど
を
行
い
ま
す
。
 

           

     
 橋

梁
利
用
者
の
安
全
性
の
確
保

と
、
災
害
時
に
お
け
る
輸
送
路
確

保
の
た
め
、
橋
梁
の
維
持
管
理
計

画
の
策
定
な
ど
を
行
い
ま
す
。
 

     
 高

齢
者
な
ど
、
交
通
弱
者
の
日

常
生
活
に
不
可
欠
な
交
通
手
段
と

し
て
運
行
し
て
い
る
市
民
バ
ス
に

つ
い
て
、
今
年
度
は
、
老
朽
化
し

た
車
両
1
台
の
更
新
を
行
い
ま
す
。
 

         

      水
道
水
の
安
定
供
給
に
必
要
不

可
欠
な
、
中
央
監
視
装
置
の
老
朽

化
に
よ
る
更
新
事
業
を
進
め
て
お

り
、
今
年
度
は
、
昨
年
度
完
成
し

た
新
た
な
中
央
監
視
室
の
監
視
装

置
本
体
の
更
新
を
行
い
ま
す
。
 

        前
年
度
に
引
き
続
き
、
駄
知
町
・

妻
木
町
を
中
心
と
し
た
面
整
備
を

行
う
ほ
か
、
浄
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、

下
水
道
処
理
排
水
の
高
度
処
理
化

を
行
う
た
め
、
引
き
続
き
、
施
設

の
改
修
工
事
を
行
い
ま
す
。
 

ま
た
、
鶴
里
町
柿
野
地
区
で
事

業
を
推
進
し
て
い
ま
す
、
農
業
集

落
排
水
事
業
に
つ
い
て
は
、
今
年

度
中
の
供
用
開
始
を
目
指
し
事
業

を
進
め
ま
す
。
 

な
お
、
下
水
道
整
備
事
業
に
つ

い
て
は
、
公
共
下
水
道
、
農
業
集

落
排
水
、
合
併
浄
化
槽
の
適
宜
な

組
み
合
わ
せ
に
よ
る
、
水
洗
化
率

の
向
上
を
図
る
こ
と
と
し
た
上
で
、

今
後
の
整
備
計
画
な
ど
を
見
直
し

ま
す
。
 

                 現
在
、
U
R
都
市
機
構
に
委
託

し
て
行
っ
て
い
ま
す
、
学
園
都
市

中
央
公
園
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、

今
年
度
中
の
完
成
を
目
指
し
、
引

き
続
き
事
業
を
進
め
ま
す
。
 



■予算関係 
 
　平成19年度土岐市一般会計予算　　同曽木地区市有
林管理特別会計予算　　同下水道事業特別会計予算　
　同交通災害共済特別会計予算　　同国民健康保険特
別会計予算　　同自動車駐車場事業特別会計予算　
　同老人保健特別会計予算　　同介護保険特別会計予
算　　同農業集落排水事業特別会計予算　　同病院事
業会計予算　　同水道事業会計予算　　平成19年度土
岐市・瑞浪市介護認定審査会特別会計予算　　同障害
者自立支援認定審査会特別会計予算　　平成18年度土
岐市一般会計補正予算　　同下水道事業特別会計補正
予算　　同介護保険特別会計補正予算 

■条例関係 
 
　土岐市職員の給与に関する条例の一部改正　　土岐
市職員特殊勤務手当支給条例の一部改正　　土岐市積
立基金条例の一部改正　　土岐市手数料徴収条例の一
部改正　　土岐市総合福祉センター・ウエルフェア土

岐の設置及び管理に関する条例の一部改正　　土岐市
営住宅管理条例の一部改正　　土岐市公民館設置及び
管理に関する条例の一部改正　　土岐市国民健康保険
条例の一部改正　　土岐市消防団中核拠点施設の設置
及び管理に関する条例の一部改正　　土岐市議会委員
会条例の一部改正　　土岐市議会会議規則の一部改正

■その他 
 
　岐阜県市町村会館組合規約の変更　　岐阜県市町村
職員退職手当組合規約の変更　　東濃農業共済事務組
合規約の変更　　市道路線の認定 

■人事案件 
 
　土岐市固定資産評価審査委員会委員の選任同意　　
　人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めるこ
と　　岐阜県後期高齢者医療広域連合議会議員の選挙

■決算認定 
 
　平成17年度土岐市一般会計決算の認定　　同曽木地
区市有林管理特別会計決算の認定　　同下水道事業特
別会計決算の認定　　同交通災害共済特別会計決算の
認定　　同国民健康保険特別会計決算の認定　　同自
動車駐車場事業特別会計決算の認定　　同老人保健特
別会計決算の認定　　同介護保険特別会計決算の認定
　同農業集落排水事業特別会計決算の認定 

（1）
試
験
区
分
、
採
用
予
定
人
員
、

勤
務
場
所
お
よ
び
職
務
内
容
 

■
消
防
職
 

2
人
程
度
（
市
内
消
防
署
な
ど

で
消
防
士
と
し
て
勤
務
）
 

（2）
受
験
資
格
 

昭
和
52
年
4
月
2
日
以
降
に
生

ま
れ
た
男
子
で
、
採
用
予
定
日
に

救
急
救
命
士
資
格
を
有
す
る
方
 

※
地
方
公
務
員
法
第
16
条
の
各
号

（
成
年
被
後
見
人
な
ど
）
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
方
は
、
受
験
で

き
ま
せ
ん
。
 

（3）
試
験
の
日
時
、
場
所
、
方
法
お

よ
び
合
格
発
表
 

第
1
次
試
験
を
5
月
13
日（
日
）

午
前
9
時
か
ら
、
市
消
防
本
部
で

教
養
試
験
、
適
性
検
査
、
体
力
試

験
、
実
技
試
験
を
実
施
し
ま
す
。
 

1
次
試
験
の
合
格
発
表
は
、
5

月
下
旬
（
予
定
）
に
受
験
者
全
員

に
通
知
し
ま
す
。
 

第
2
次
試
験
は
、
5
月
下
旬
　

（
予
定
）
に
、
文
化
プ
ラ
ザ
で
面

接
試
験
（
人
物
お
よ
び
常
識
的
知

識
に
つ
い
て
の
口
述
試
験
）
、
作

文
試
験
を
実
施
し
、
最
終
合
格
者

を
決
定
の
上
、
6
月
上
旬（
予
定
）

に
通
知
し
、
6
月
中
旬（
予
定
）の

健
康
診
断
で
異
常
が
な
け
れ
ば
7

月
1
日
（
予
定
）
で
採
用
を
決
定

し
ま
す
。
 

（4）
給
料
 

▽
大
学
卒
＝
17
万
2
0
0
円
 

▽
短
大
卒
＝
15
万
1
千
円
 

▽
高
校
卒
＝
13
万
8
4
0
0
円
 

※
原
則
と
し
て
、
毎
年
1
回
定
期

に
昇
給
し
ま
す
。
こ
の
数
字
は
、

現
行
の
額
で
あ
り
、
国
な
ど
の
改

正
に
準
じ
改
正
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

消
防
士
と
し
て
の
職
歴
が
あ
る
場

合
は
、
一
定
基
準
に
よ
り
換
算
さ

れ
ま
す
。
 

（5）
受
験
の
手
続
き
 

受
験
申
込
書
（
秘
書
広
報
課
職

員
係
で
交
付
）
に
必
要
事
項
を
記



入
の
上
、
4
月
1
日
か
ら
27
日

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）
ま
で
に

同
係
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

     （1）
試
験
区
分
、
採
用
予
定
人
員
お

よ
び
勤
務
場
所
 

■
助
産
師
・
看
護
師
・
准
看
護
師
 

各
若
干
名
（
市
立
総
合
病
院
ま

た
は
、
老
人
保
健
施
設
や
す
ら
ぎ

に
勤
務
）
※
老
人
保
健
施
設
の
み

に
勤
務
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

相
談
に
応
じ
ま
す
。
 

（2）
受
験
資
格
 

採
用
予
定
日
に
満
45
歳
以
下
の

方
で
、
資
格
を
有
す
る
方
 

※
地
方
公
務
員
法
第
16
条
の
各
号

（
成
年
被
後
見
人
な
ど
）
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
方
は
、
受
験
で

き
ま
せ
ん
。
 

（3）
試
験
の
日
時
、
場
所
、
方
法
お

よ
び
採
用
決
定
 

随
時
、
市
立
総
合
病
院
で
面
接

試
験
（
人
物
、
常
識
的
知
識
お
よ

び
専
門
知
識
に
つ
い
て
の
口
述
試

験
）、
作
文
試
験
お
よ
び
健
康
診

断
を
実
施
し
、
採
用
を
決
定
し
ま

す
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
お
よ
び

年
末
年
始
を
除
く
午
前
9
時
か
ら

午
後
5
時
15
分
ま
で
）。
 

（4）
給
料
 

■
助
産
師
 

▽
大
学
卒
＝
20
万
7
5
0
0
円
 

■
看
護
師
 

▽
大
学
卒
＝
20
万
7
5
0
0
円
 

▽
短
大
3
卒
＝
20
万
1
6
0
0
円
 

■
准
看
護
師
 

▽
准
看
護
師
養
成
所
卒
＝
15
万

7
1
0
0
円
 

※
原
則
と
し
て
、
毎
年
1
回
定
期

に
昇
給
し
ま
す
。
こ
の
数
字
は
、

現
行
の
額
で
あ
り
、
国
な
ど
の
改

正
に
準
じ
改
正
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

経
験
が
あ
る
場
合
は
、
経
験
年
数

が
換
算
さ
れ
ま
す
。
 

（5）
受
験
の
手
続
き
 

受
験
申
込
書
（
市
立
総
合
病
院

総
務
課
で
交
付
）
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
同
課
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
お

よ
び
年
末
年
始
を
除
く
）。
 

詳
し
く
は
、秘
書
広
報
課
職

員
係（
内
線
2
0
7
）へ
ど
う
ぞ
。 

詳
し
く
は
、
市
立
総
合
病
院

総
務
課（
　
○55
　

2
1
1
1
・
内

線
2
8
6
0
）へ
ど
う
ぞ
。
 

詳
し
く
は
、
学
校
教
育
課（
内
線
2
6
5
）へ
。
 

給
食
費
の
未
納
が
、
全
国
的
に
問
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。
土
岐
市
で
も
、
全
国
と
同
じ
よ
う
な
傾
向
に

あ
り
、
未
納
者
の
割
合
は
、
全
児
童
生
徒
数
の
0.9
％
、

ま
た
、
未
納
の
総
額
は
、
過
去
の
も
の
を
合
わ
せ
る

と
、
約
4
2
0
万
円
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
教
育
委
員
会
で
は
、
学
校

給
食
の
仕
組
み
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
啓
発

を
行
う
と
と
も
に
、
学
校
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
協
力
し
て
、

場
合
に
よ
っ
て
は
、
法
的
措
置
を
取
る
こ
と
も
視
野

に
入
れ
た
対
策
を
考
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
未
納

額
0
円
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。
 

そ
こ
で
今
回
、
学
校
給
食
の
仕
組
み
を
理
解
し
て

い
た
だ
く
啓
発
活
動
の
一
環
と
し
て
、
給
食
費
の
経

費
負
担
と
給
食
が
子
ど
も
た
ち
の
と
こ
ろ
に
届
く
ま

で
の
仕
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。
 



詳しくは、多治見社会保険事務所へどうぞ。 

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
は
、

在
学
期
間
中
の
国
民
年
金
保
険
料

を
、
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
納
付

す
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。
 

対
象
と
な
る
学
生
は
、
大
学

（
大
学
院
）、
短
大
、
高
等
学
校
、

高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
お
よ

び
各
種
学
校
な
ど
に
在
学
す
る
20

歳
以
上
の
学
生
で
、
学
生
本
人
の

前
年
の
所
得
が
1
1
8
万
円
以
下

で
あ
る
方
で
す
。
 

承
認
期
間
は
、
4
月
か
ら
翌
年

3
月
ま
で
と
な
り
、
毎
年
申
請
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
 

こ
の
制
度
の
適
用
を
受
け
よ
う

と
す
る
方
は
「
国
民
年
金
保
険
料

学
生
納
付
特
例
申
請
書
」
を
市
役

所
ま
た
は
、
最
寄
り
の
支
所
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

  
●
年
金
手
帳
ま
た
は
、
基
礎
年
金

番
号
通
知
書
 

●
学
生
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る

も
の
（
提
示
す
れ
ば
、
添
付
の

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
）
 

※
各
種
学
校
に
つ
い
て
は
、
厚
生

労
働
省
令
で
個
別
に
定
め
ら
れ

た
教
育
施
設
を
除
い
て
、
修
業

年
限
が
1
年
以
上
で
あ
る
旨
が

記
載
さ
れ
て
い
る
学
生
証
も
し

く
は
、
学
生
証
で
は
、
修
業
期

間
が
分
か
ら
な
い
場
合
は
、
学

校
が
発
行
す
る
修
業
年
限
が
1

年
以
上
の
課
程
で
あ
る
こ
と
の

証
明
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
 

●
前
年
所
得
の
状
況
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類
（
平

成
19
年
度
の
市
県
民
税
が
、
土

岐
市
で
課
税
さ
れ
る
方
は
、
必

要
あ
り
ま
せ
ん
）
 

●
印
鑑
（
学
生
本
人
が
、
申
請
書

記
入
欄
に
署
名
す
る
場
合
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
）
 

詳
し
く
は
、
市
民
課
国
保
年

金
係
・
国
民
年
金
担
当
（
内
線

1
3
7
・
1
3
8
）
ま
た
は
、

多
治
見
社
会
保
険
事
務
所
へ
ど

う
ぞ
。
 



詳しくは、市民課国保年金係・国民健康保険担当（内線132・133）へどうぞ。 



詳しくは、（協）土岐美濃焼卸センター（　○55 
1322）へどうぞ。 

詳しくは、商工会議所（　○54　1131）または、商工観光課
（内線233）へどうぞ。 

詳しくは、美濃焼伝統産業会館（　○55 5527）へ
どうぞ。 



も
う
す
ぐ
、
大
き
な
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背

負
っ
た
1
年
生
を
見
か
け
る
時
期
で
す
。
 

こ
の
数
カ
月
間
、
お
店
で
は
何
十
色
と

い
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
色
の
ラ
ン
ド
セ
ル
が

売
ら
れ
て
い
る
の
を
ご
覧
に
な
っ
て
「
カ

ラ
フ
ル
に
な
っ
た
な
あ
」
と
感
じ
ら
れ
た

方
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
。
 

近
年
、
女
の
子
は
ピ
ン
ク
系
、
男
の
子

は
ブ
ル
ー
系
、
ど
ち
ら
か
ら
も
人
気
が
あ

る
の
が
水
色
だ
そ
う
で
す
。
 

こ
の
ラ
ン
ド
セ
ル
選
び
は
、
お
子
さ
ん

の
希
望
通
り
の
色
で
、
す
ん
な
り
と
決
ま

っ
た
で
し
ょ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
、
長
く
使

う
物
で
す
し
、
そ
の
ほ
か
の
条
件
も
重
な

る
の
で
一
概
に
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
女
の

子
な
ら
こ
ん
な
色
、
男
の
子
な
ら
こ
ん
な

色
と
い
う
意
識
は
働
き
ま
せ
ん
で
し
た
か
。

何
色
も
あ
る
と
い
っ
て
も
、
女
の
子
に
赤

や
ピ
ン
ク
系
が
、
男
の
子
に
は
、
黒
や
青

系
が
ま
だ
ま
だ
多
い
の
は
、
こ
の
よ
う
な

親
や
祖
父
母
の
意
向
が
働
い
て
い
る
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
 

確
か
に
実
際
、
わ
が
子
が
通
う
こ
と
に

な
る
学
校
の
子
ど
も
た
ち
を
見
た
と
き
に
、

男
の
子
と
女
の
子
で
ラ
ン
ド
セ
ル
の
色
に
、

そ
れ
な
り
の
傾
向
が
あ
る
と
、
多
数
派
で

は
な
い
、
そ
れ
と
は
違
う
色
を
選
ぶ
の
は
、

勇
気
が
い
る
と
い
う
の
が
本
音
で
あ
る
方

も
多
い
で
し
ょ
う
。
 

ま
た
、
子
ど
も
自
身
も
、
こ
れ
ま
で
の

成
長
過
程
に
お
い
て
、
色
だ
け
で
な
く
、

お
も
ち
ゃ
や
遊
び
の
中
で
、
女
（
男
）
の

子
向
け
と
い
う
考
え
が
根
底
に
あ
る
言
動

に
出
合
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、

女
の
子
が
ヒ
ー
ロ
ー
も
の
を
好
ん
だ
り
、

男
の
子
が
縫
い
ぐ
る
み
を
好
ん
だ
り
す
る

こ
と
に
対
し
て
、
何
ら
か
の
指
摘
を
受
け

「
私
は
お
か
し
い
の
。
間
違
っ
て
い
る
の
。」

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
瞬
間
、

大
人
か
ら
子
ど
も
へ
、
男
（
女
）
の
子
ら

し
い
も
の
と
い
う
考
え
が
引
き
継
が
れ
ま

す
。
早
く
に
そ
の
意
識
を
引
き
継
い
だ
子

が
、
た
ま
た
ま
ラ
ン
ド
セ
ル
の
色
に
つ
い

て
指
摘
す
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
 

大
人
の
私
た
ち
が
身
に
付
い
て
し
ま
っ

た
感
覚
を
直
す
こ
と
は
難
し
い
で
す
が
、

「
み
ん
な
と
違
う
か
も
し
れ
な
い
が
、
間

違
っ
て
は
い
な
い
。
そ
の
人
ら
し
さ
と
受

け
止
め
る
。
」
と
い
う
認
識
を
持
ち
、
子

ど
も
た
ち
に
伝
え
る
こ
と
が
大
切
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
 

ど
の
よ
う
な
色

や
形
で
も
「
素
敵

な
ラ
ン
ド
セ
ル
」

で
す
か
ら
。
 



災
害
時
に
は
、
消
防
車
・
救
急
車
な
ど

の
緊
急
自
動
車
両
が
赤
色
灯
を
回
転
さ
せ
、

サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
て
走
行
し
ま
す
。
 

道
路
交
通
法
で
は
、
緊
急
車
が
緊
急
走

行
し
て
き
た
場
合
は
、
左
に
寄
っ
て
停
車

し
、
進
路
を
譲
る
こ
と
と
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
た
だ
し
、
交
差
点
お
よ
び
交
差
点

付
近
を
除
き
ま
す
。
 

特
に
、
救
急
車
の
緊
急
走
行
時
に
は
、

車
内
で
救
急
処
置
が
施
さ
れ
て
い
る
場
合

が
多
く
、
救
急
隊
員
が
立
っ
た
状
態
で
、

心
肺
蘇
生
な
ど
の
処
置
を
実
施
し
て
い
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
急
な
割
り
込
み
や
、

進
路
妨
害
に
よ
り
、
傷
病
者
の
方
や
処
置

中
の
隊
員
が
け
が
を
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
 

ま
た
、
車
内
で
の
処
置
や
傷
病
者
の
状

態
に
よ
り
、
動
揺
を
避
け
る
た
め
、
徐
行

運
転
で
走
行
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
 

緊
急
車
の
走
行
に
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

●
緊
急
自
動
車
が
緊
急
走
行
し
て
き
た
場

合
は
、
カ
ー
ブ
の
途
中
な
ど
を
避
け
、

見
通
し
の
良
い
所
で
左
に
寄
っ
て
停
車

し
て
く
だ
さ
い
。
 

●
急
な
停
車
を
避
け
、
早
め
に
進
路
を
譲

っ
て
く
だ
さ
い
。
 

●
緊
急
車
の
後
方
を
走
行
す
る
際
は
、
急

停
車
な
ど
を
考
慮
し
て
、
十
分
な
車
間

距
離
を
取
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

●
高
速
道
路
な
ど
で
路
側
帯
が
設
置
し
て

あ
る
路
線
で
は
、
緊
急
車
は
、
路
側
帯

側
（
左
側
）
を
走
行
し
ま
す
。
あ
ら
か

じ
め
右
側
に
寄
っ
て
進
路
を
譲
っ
て
く

だ
さ
い
。
 



水を電気分解すると水素と酸素が発生するのは、
よく知られていますが、燃料電池は、それとは逆に、
水素と酸素を化学反応させて電気と熱をつくり出す
装置です。燃料電池は「電池」という名前は付いて
いますが、通常の電池とは違って、水素を燃料として、
電気と熱をつくり出す発電装置の一種です。発電す
る時には水しか発生せず、窒素酸化物（NOx）や硫
黄酸化物（SOx）を排出しないので大気を汚染する
ことなく、また、二酸化炭素（CO2）も発生しない
ために、クリーンで地球温暖化防止に貢献する発電
装置といえます。 
都市ガスなどを用いた家庭用燃料電池システムが
実用化、発売されており、普及が期待されています。 

詳
し
く
は
、
税
務
課
資
産
税
係（
内
線
1
7
6
）へ

ど
う
ぞ
。
 

詳しくは、環境課（内線254）へどうぞ。 

 
早いもので、この手記も最終を迎えることと相成

りました。　1　年もの間、付き合って下さった関係各
位や、手記に目を通していただいた市民の皆さまか
らのアドバイス、励ましのお言葉に対し深く感謝し、
今後の茶道の活動の力にしたいと存じます。 
そもそもこの企画は、未経験の方々の茶の湯への

足掛かりと始めましたのに、私自身の勉強になって
しまうとは思いませんでした。 
教材は、身近なところにいっぱい転がっているの

に、つい見逃してしまい、自然の恩恵を受けていな
がら、感謝する心も薄く日々を過ごしてきました。 
「臨済録」に旦座喫茶とあるように、多忙な日常

生活の中で、ふと立ち止まり静かに座し一服の茶を
喫する心の余裕を持ちたいものです。 
暮雪庵の月釜もおかげさまにて、　3　年目を迎える

ことになりました。地元の方はもとより、他地区の
方も多数ご来訪下さって、私共一同励みになってお
ります。またのお越しをお待ちしております。 
 一口メモ（流派によって異なることあり） 
 
主人から客へ茶わんを出すときは、客の方へ回し

て出します。客から主人へ返すときは、正面を主人
の方へ回して返します。 
茶を飲むときの回し方は、　1　／　4　手前へ回し正面
を左横へ回して飲みます。すなわち、茶わんの右側
が飲み口になります。 

しゃざ 



【作り方】　やきそば油麺をクッキングペーパーの上に敷き、うすく塩、
コショウを振り、オーブンレンジやコンベクションオーブンで焼きます。
　短冊イカは、薄く塩をしてボイルするか、いためておきます。　玉ネギ
は薄く、くし形に切り、キャベツは　7　mmカット、ニンジンは、薄く千切
りに切ります。　支那鍋か大きなフライパンに油を落とし、豚肩　3　cm脂
無肉をいため、取り出しておきます。その鍋に油を足して、ニンジン・玉
ネギを強火でいため、その中にキャベツ・ボイルした短冊イカ・いためた
豚肉を加え、薄く味付けをします。　　の中に、焼いたやきそば油麺を加
え、ウスターソース・塩以下の調味料を入れて再度いためます。味を整え
た後、盛り付けをし、仕上げに青のり粉と紅しょうがを飾り、いただきま
す。 

【作り方】　キャベツは　5　mmカット、ニンジンは細い千切り、キュウリ
は　2　mm輪切りにして薄く塩を振っておきます。　キャベツ・ニンジン・
マロニーをボイルして冷まします。　サラダ油以下の調味料を合わせ、キ
ュウリ・キャベツ・ニンジンの水分を絞り、マロニーを加えて味を整えます。 

＊やきそばは、人気メニューのトップにランクされる献立です。 
　1　釜900～1000人程度のやきそばを一度に作るため、やきそば麺をパリッ

とさせるようにコンベクションオーブンで焼いてから使用しています。 

曽
木
小
学
校
で
は
、
伝
統
と
な
っ
て
い

る
3
作
り
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

そ
れ
は
「
歌
声
（
オ
ペ
レ
ッ
タ
）
作
り
」

「
作
物
作
り
」
「
自
慢
作
り
」
の
3
つ
で

す
。
 

「
歌
声
作
り
」
に
つ
い
て
 

 オ
ペ
レ
ッ
タ
の
テ
ー
マ
の
決
定
、
物
語

や
シ
ナ
リ
オ
作
り
、
作
詞
・
作
曲
の
す
べ

て
を
児
童
が
行
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
振
り

付
け
か
ら
大
道
具
・
衣
装
に
至
る
ま
で
、

児
童
が
役
割
を
分
担
し
て
作
り
ま
す
。
毎

年
、
土
岐
市
の
音
楽
会
や
、
地
域
の
公
民

館
祭
り
、
そ
し
て
、
祖
父
母
を
招
い
た
収

穫
祭
で
公
演
し
て
い
ま
す
。
 

18
年
度
は「
曽
木
公
園
＆
バ
ー
デ
ン
パ
ー

ク
S
O
G
I
」と
い
う
テ
ー
マ
で
、
曽
木

の
自
然
と
将
来
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。
 

「
作
物
作
り
」
に
つ
い
て
 

 老
人
ク
ラ
ブ
の
方
に
協
力
し
て
い
た
だ

き
、
学
校
菜
園
で
た
く
さ
ん
の
野
菜
を
作

っ
て
い
ま
す
。
暑
い
中
で
の
草
取
り
・
土

起
こ
し
な
ど
、

大
変
な
作
業
も

た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
そ
れ
で

も
、
夏
休
み
の

プ
ー
ル
帰
り
に

食
べ
る
ト
マ
ト

や
ス
イ
カ
の
味

は
格
別
で
す
。
収
穫
祭
の
と
き
に
は
、
畑

で
採
れ
た
サ
ト
イ
モ
・
ダ
イ
コ
ン
を
入
れ

た
と
ん
汁
に
舌
鼓
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。
 

「
自
慢
作
り
」
に
つ
い
て
 

 
児
童
が
自
分
の
得
意
な
こ
と
を
伸
ば
す

た
め
に
、1
年
間
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。
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乳幼児の保護者 
 
 

市民  
 
 

　4　カ月健診を受けられ
たお子さんの保護者  
 
 
 

市民  
 
 

不眠・ふさぎ込み・怒
りっぽい・認知症など
でお悩みの方  

満40歳以上の方 
※今年度中に40歳にな
られる方で、希望者に
は肝炎ウイルス検査も
実施します。  

　5　月・　6　月生まれ 
 
　7　月・　8　月生まれ 
 
　9　月・10月生まれ 
 
11月・12月生まれ 
 
　1　月・　2　月生まれ 
 
　3　月・　4　月生まれ  
 
 

平成18年　4　月以前に生
まれた　2　歳未満のお子
さん  
 
 

 

　4　月23日（月）  
 
 
　4　月27日（金） 
 
 
 
　4　月25日（水） 
 
 
 
 

　4　月12日（木）  
 
 

 
　4　月24日（火）  
 

　4　月19日（木）  

　4　月25日（水）  

　4　月26日（木）  

　5　月10日（木） 
 
　5　月16日（水） 
 
　5　月25日（金） 
 
　6　月　7　日（木） 
 
　6　月18日（月） 
 
　6　月27日（水） 

 
午前10時～11時30分 

午後　1　時30分～　3　時 
 
 
午前10時～11時30分 
 
 
 
午後　1　時～　3　時30分 
 
 
 
午後　1　時15分～　2　時 
 
 
午後　1　時15分～　2　時30分 
 
 

午後　1　時～　2　時30分  
 
 
 
午前　9　時～10時30分 
午後　1　時～　2　時30分 
 
 
 
 
 
 
 

午後　1　時30分～　2　時20分  
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

保健センター  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

東濃保健所  
 

妻木公民館 
 
肥田公民館 
 
駄知公民館  
 
 
 
 
 

保健センター  
 
 
 
 
 

 
 
みそ汁の塩分測定を希望の
方は、当日朝の、みそ汁を
50ml程お持ちください。 
 
 

定員：20人 
先着10人まで託児可能。 
開催日の　2　日前までにお申
し込みください。  

血圧測定 
尿検査など  
 
歯みがき指導も行います。 

 
要予約 
東濃保健所（　○23 1111・内
線362）または、保健センター 

血圧測定、尿検査、心電図、
血液検査などを行います。 
午前に受診の方は朝食を、
午後に受診の方は昼食を取
らずにお出掛けください。 
料　金：1,000円 
第　1　回目 
平成19年　1　月31日以前に生
まれ、今までにポリオワク
チンを　1　回も飲んだことが
ない　7　歳半未満のお子さん 
第　2　回目 
平成18年　6　月30日以前に生
まれ、今までにポリオワク
チンを　1　回飲んだことがあ
る　7　歳半未満のお子さん 
持ち物：母子健康手帳 

予診票 

　1　．麻しんまたは、風しんのいずれにもかかったことがなく、いずれの予防接種も受けた
ことがないお子さんは、　4　月16日（月）までに保健センターへお申し込みください。 
※接種は、　5　月からですが、　4　月25日（水）以降に申し込みされた医療機関で、接種日時を
予約してください。 
　2　．麻しんまたは、風しんのいずれか一方にかかったことがある場合や、いずれか一方の
予防接種を受けたことがある場合は、単独ワクチンの接種となりますので、保健センターへ
お問い合わせください。 

健康は毎日の生活習慣、中でも、食習慣の積み重ねによって大きく左右されます。 
栄養教室に参加して、自分や家族の食生活、健康づくりを一緒に考えてみませんか？ 
 
●日　　時　　5　月23日（水）～平成20年　2　月13日（水）までのうち、毎月　1　回（計10回）、午前　9　時30分～午後　1　時 
●場　　所　保健センター 
●内　　容　生活習慣病予防のための学習や調理実習 

　7　回以上の出席者には、修了書を授与し、市食生活改善推進協議会の一員として、地域で活動
していただきます。 

●定　　員　30人（先着順） 
●参　加　費　無料 
●持　ち　物　エプロン、三角巾、筆記用具 
●締め切り　　5　月　7　日（月） 



現在、市民の皆さんが使用している
市指定ごみ袋の価格が、原油価格の高
騰による原材料の値上がりで、今年度
　4　月　1　日仕入れ分から変わります。 
収集作業の迅速化、危険防止、ごみ

ステーションの美観保持のため、市指
定ごみ袋のご使用をお願いします。 
※新価格は、　4　月仕入れ分からのため、
販売店の在庫状況により、値上げ時期
が異なる場合があります。 
市指定ごみ袋の新しい価格表（消費税込） 

 
 
 
 
 
詳しくは、環境センターへどうぞ。 

 
 
 
 
◆日時　　4　月14日（土）・15日（日）午前
10時～午後　3　時 
◆場所　織部の里公園 
◆料金　一服500円 
※先着約60人（一席　5　～　6　人）。一席、
30分程度必要なため、お待ちいただく
場合があります。 
詳しくは、文化振興課へどうぞ。 
 
 
 
 
市では、カラー名刺の新版を作成し

ました。今回のデザインは、美濃焼産
地としての土岐市を緑豊かな自然、文
化遺産などと併せて、産業観光の視点
で紹介しています。 
◆数量　100枚（　5　種類×20枚） 
◆内容　　元屋敷陶器窯跡　　野焼き
と花火　　さかさもみじ　　煙突のあ
る風景　　志野茶碗「銘都鳥」 
◆金額　250円 
◆取扱窓口　商工観光課・各支所 
詳しくは、商工観光課へどうぞ。 

◆期日　　4　月14日・　6　月　9　日・　8　月11
日・10月13日・12月　8　日・平成20年　2　
月　9　日の土曜日（計　6　回） 
◆時間　午前10時～午後　4　時 
◆相談料　無料（電話代は、相談者負
担となります）※秘密厳守 
◆対応　弁護士、司法書士、県消費生
活相談員 
◆相談方法　　面接＝予約受け付けは
　4　月　2　日（月）から、午前　8　時30分～午
後　5　時15分（土・日曜日、祝日を除く）
で行います。（先着10人）　　電話＝
時間内に、多重債務の相談のみ受け付
けします。 
◆相談・予約電話番号　058-277-1003 
◆会場　岐阜県県民生活相談センター
（岐阜市藪田南5-14-53　県民ふれあい
会館内） 
詳しくは、岐阜県環境生活政策課

（　058-272-1111・内線2390）へどうぞ。 

下水道事業受益者申告書の提出期限
は、　4　月20日（金）です。 
該当される方には、今月上旬に申告
書を郵送します。 
お早めに提出してください。 
詳しくは、下水道課庶務係へどうぞ。 

★利用するには、まず登録が必要で
す。入会を希望される方は、電話予
約の上、お越しください。 
★当センターでは、活動中の事故に
備え「会員傷害保険」・「賠償責任保
険」・「児童傷害保険」の　3　つの保険
に加入しています。補償保険の保険
料については、市が負担します。 

詳しくは、市役所児童課内ファミリー・サポート・センター（内線163）へどうぞ。 

①会員登録 
②利用申し込み 

①会員登録 
③援助活動の依頼 

④事前打ち合わせ 
⑤援助活動 
⑥報酬の受け渡し 

種類 

「大」 

「中」 

「小」 

サ　イ　ズ 

縦80cm×横65cm 

縦80cm×横50cm 

縦60cm×横40cm

新価格 

295円 

235円 

185円 

旧価格 

262円 

215円 

152円 



身体などに障害のある方が所有する
軽自動車で、一定の要件を満たす場合
に、軽自動車税の減免を受けることが
できます。 
◆申請期限　　5　月24日（木） 
◆申請場所　税務課税政係 
◆持ち物　減免申請書（税務課税政係
で交付）、自動車検査証、運転免許証、
印鑑、身体障害者手帳など、障害があ
ることを証明するもの　など 
減免の要件など詳しくは、税務課税
政係へどうぞ。 
 
 
 
 
◆期日　　5　月17日（木）・18日（金） 
◆場所　東濃西部総合庁舎 
◆申し込み　市消防本部・南消防署に
備え付けの申込書に必要事項を記入の
上、受講料（会員5,000円、非会員
8,000円）を添えて、　4　月16日（月）～
27日（金）に同本部内・危険物安全協会
へ提出してください。 
詳しくは、市消防本部または、南消
防署（　○53　0119）へどうぞ。 
 
 
 
 
市と土岐商工会議所では、この春、
中学や高校、大学、専門学校などを卒
業し、社会人として、市内の事業所に
初めて就職された皆さんを対象に、激
励会を開催します。 
該当される方が勤務している事業所
は、　4　月20日（金）までに、土岐商工会
議所へお申し込みください。 
◆日時　　5　月17日（木）午後　3　時～ 
◆場所　セラトピア土岐 
◆内容　歓迎式典、講演会、ボウリン
グ大会など 
詳しくは、土岐商工会議所へどうぞ。 

◆活動日時　毎週土曜日、午後　1　時～
　5　時 
◆活動場所　肥田小学校体育館 
◆対象　市内在住の小学　1　～　6　年生 
◆年会費　　6　千円　※傷害保険料、登
録・加盟料、大会参加費などを含む。 
申し込みなど詳しくは、市バレーボー

ル協会・榎木計正さん（　○54　7737）へ。 
 
 

 
 
●研削用といし取替え等の業務特別教

育講習会 

◆日時　　4　月19日（木）午前　9　時30分～
午後　5　時（受け付け＝午前　9　時15分～） 
◆場所　セラトピア土岐 
◆定員　70人（先着順） 
◆受講料　6,500円（テキスト代・昼
食代含む） 
●玉掛け技能講習会 

◆期日　　学科＝　4　月18日（水）・19日
（木）　　実技＝　4　月20日（金）・21日
（土）・25日（水）のいずれか指定する
日（　1　日） 
◆時間　　学科＝午前　9　時～午後　6　時
　実技＝午前　8　時～午後　5　時 
◆場所　　学科＝セラトピア土岐　　実
技＝岐阜クレーン教習所（岐阜市西明
見町27番地） 
◆定員　100人（先着順） 
◆受講料　20,300円（テキスト代含む） 
●有機溶剤作業主任者技能講習会 

◆日時　　4　月26日（木）・27（金）午前　9　
時30分～午後　5　時（受け付け＝午前　9　
時～） 
◆場所　セラトピア土岐 
◆定員　100人（先着順） 
◆受講料　9,680円（テキスト代含む） 
●全講習共通 

◆締め切り　　4　月13日（金） 
申し込みなど詳しくは、東濃産業労

働協会へどうぞ。 

介護保険施設の入所者など、介護サ
ービスを受けている方の相談や、さま
ざまな苦情・不満に対して、利用者の
視点で解決の支援をする介護相談員を
募集しています。 
◆募集人員　　6　人程度 
◆応募資格　ボランティア意識の高い
20歳以上の方で、県が実施する介護保
険・老人福祉・権利擁護などに関する
研修（　5　日間程度）を受講できる方 
※市の事前研修あり。 
◆締め切り　　5　月10日（木） 
詳しくは、福祉課高齢者係・介護相

談員担当へどうぞ。 
 
 
 
 
一般の方を対象に、次の科目を履修

する科目履修生を募集します。 
●講座　1　「情報処理」 

◆履修期間　　5　月～　9　月の毎週月曜日、
午後　3　時15分～　4　時55分 
◆定員　10人 
◆内容　表計算ソフトの基礎・応用な
ど 
●講座　2　「異文化理解」 

◆履修期間　　5　月～平成20年　2　月の毎
週月曜日、午後　6　時～　7　時30分 
◆定員　10人 
◆内容　外国人講師と日本人英語教師
によるチームティーチング授業で、英
会話の習得と、英語圏の国々の文化に
ついて学ぶ 
◆費用（年間）　　講座　1　＝1,560円
　講座　2　＝3,120円　※そのほか、教
材費などの実費が必要です。 
◆申し込み　本校指定の申込用紙に必
要事項を記入の上、身元を証明できる
もの（免許証などの写し）を添付し、
　4　月　3　日（火）～19日（木）に、東濃フ
ロンティア高等学校教務部へ提出して
ください。（応募多数時は抽選） 
詳しくは、同校教務部・佐橋さん（　
○55　4151）へどうぞ。 



発行：土岐市役所（　0572　1111） 
編集：秘書広報課広報広聴係（内線186） 

東美濃丘陵が一番いい 

広報ときは 

古紙配合率100％再生 
紙を使用しています 


